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【課題の概要】 
本研究は、圧縮秘匿計算という、秘匿計算、圧縮索引、圧

縮計算で構成する新概念を提唱し、この技術をゲノム医療解

析や自然言語等の非定型データのビッグデータを圧縮して暗

号化し、そのまま解析を行うものである。 

具体的には、応募者がこれまでに積み上げてきたデータ圧

縮技術とデータ秘匿技術を融合させ、圧縮秘匿データ解析技

術の開発を目指す。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
圧縮秘匿データ解析技術の開発を複数の要素技術を融合し

て行うもので、相乗効果により理論的にも重要な研究成果が

見込まれ、その学術的意義は大きい。また、ゲノムデータな

ど極めてプライバシー性の高いデータの利活用などの実用性

や、機械学習への応用・展開も包含しており、世界的に見て

も、独創性が高い研究であり、社会的な波及効果も大きい。 
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